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【要約】

「教育ファーム」というコンセプトが生まれたのは、20世紀半ばのアメリカとヨーロッパであった。その発端と

なったのは、第二次世界対戦直後のアメリカであった。戦争によってすさんでしまった子どもたちの荒れた心を、

動物たちと触れ合うことを通して和らげようとすることから始まったものである。

本論は、こうした経緯を踏まえ、1998(平成10)年7月、我が国において、酪農と教育の一体化を図り酪農体

験を通して子どもたちに「食の教育」「いのちの教育」「心の教育」を学ばせ、支援することを主な目的として設

立された「酪農教育ファーム推進委員会」の活動を中,L､として、我が国における「酪農教育ファーム」の成立と

その教育的意義について論述するものである。

【Summary】

Aconcept,"FarmsforSchools"wasbominU.S.A.andEuropeinthemiddleofthe20thcentury.Itstartedjust

afterWorldWarUinU.S.A・Theythoughtitcouldcalmthechildi℃n'sheartthroughcontactwithanimals.Theyhad

hardenedandbeeninconfusionbywar.

InthispaperIwilltalkmainlyabouttheactivitiesof"CommitteeofDairyFarmsforSchools"andsignificanceof

formationofDairyFarmingandEducationonthebasisofsuchaprocess.InourcountryitwasfoundedinJulyin
1998.

Theytriedtounificatedairyfarmingandeducationandpromote"educationofappetite","educationoflife"and
"educationofmentalhealthcare"forchildren.

Iはじめに

－最近の我が国の学校教育をめぐる諸問題一

(1)生徒指導上の問題

2005（平成17)年9月23日付け国内朝刊各紙には、

生徒指導にかかわって極めてショッキングな見出しの

記事が掲載された。例えば、当日の朝日新聞では、次

のような見出しであった。''1

公立小の校内暴力

先生相手急増

04年度3割増え336件

その掲載内容の要旨は、以下のようであった。

全国の公立小学生が04年度に学校内で起こした

暴力行為は1890件で前年度比で18%増になってい

ることがわかった。

このうち、子ども同士や器物損壊の校内暴力は

10%台の増加だったのに対し、教師に対する暴力

は336件の過去最多で、前年度の253件から33％増

となった。

中高生の校内暴力は減少し、沈静化の傾向が見

えるのに小学生の校内暴力には歯止めがかかって

いない。

こうした記事を待つまでもなく、現在、少年非行は

戦後「第四の波」にあると言われ、深刻な状況に直面

している。12’
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少年による主要刑法犯の検挙人員の推移を基にする

と、昭和26年、39年、58年をそれぞれのピークとする

三つの波があり、昭和59年以降は減少していたものが

平成8年以降増加の傾向にあり、現在では、第四の波

とも言われている。

とりわけ、昨年2004（平成16)年6月、長崎県佐世

保市で起こった校内における小学校6年生女児による

同級生殺傷事件は、当時大きな社会問題としても取り

上げられ、子どもや学校、保護者等に大きな衝撃を与

えることになった。

2005（平成17)年には、高校生による自分の両親の

殺人、学校内で、また、授業中に同級生に対してナイ

フを使っての殺傷事件が続いて発生した。

こうした動きが見られる中で、最近、小・中学校で

は、「新しい荒れ」という現象が見られるようになって

いる。この新しい荒れに共通する特徴としては、通常

はごく「普通の子」と言われている子が、ある日、突

然に思いもよらないような残虐な行為をしたり、他者

に迷惑をかけたりするような行為をするものであって、

｢ムカツク」とか「キレル」という言葉に代表される

凶暴性を発揮し、ときに暴力行為や殺人行為を起こし

たりするものである。

一方で、小学校においては、いまだ「学級崩壊」と

いう現象が見られ、いまなお解消されてはいない。学

級崩壊とは、授業中、教師の言うことを聞かないばか

りか、教室内を立ち歩いたりふざけたり、教師に暴言

をはいたりするなどして授業を妨害する行為である。

つまり、学級集団としてのまとまりが維持できなくな

るのである。こうした行為が高学年だけではなく、1，

2年生の低学年の教室においても、日常的に見られる

ようになってきているのである。

なぜこうした行動が見られるようになってなってき

たのか、その背景や原因を明確にすることは容易のこ

とではない。しかし、子どものこうした行為を生み出

す背景には、学校や家庭、地域社会など、子どもを取

り巻く環境的な条件が大きく影響していることは事実

であり、このまま放置しておくことはできない大きな

問題である。

こうしてみても、小・中・高校生を中心として子ど

もたちをめぐる生徒指導（生活指導）上の問題は、複

雑な要因を抱えてはいるが、一日も早くその解決が図

られなければならない問題であり、現在の学校教育が

抱える大きな課題の一つとなっている。

(2)学力向上をめぐる問題

また、一方では、2004（平成16）年12月に相続いて

公表された二つの国際学力調査の結果から、「学力向

上」が一段と大きく叫ばれるようになってきた。つま

り、その一つは、経済協力開発機櫛(OECD)が実施

した「生徒の学習到達度調査」(PISA2003)であり、

もう一つは、国際教育到達度評価学会(IEA)による｢国

際数学･理科教育動向調査」(TIMSS2003)の調査結果

である。

この二つの国際学力調査の結果からも、我が国の児

童・生徒の学力低下が指摘され、現在、小・中・高等

学校を通じて、「学力向上」が大きく叫ばれ、各学校

においては、国語、算数、数学、理科などを中心とし

て、その向上を目指した教育活動が積極的に推進され

ている。

しかし、こうした動きは、その一方で、保護者など

にも学力向上の風潮をあおることとなり、子どもたち

の通塾などの増加を高めるもとにもなっている。この

ことが起因し、子どもの進学に際して、私立校等への

指向を強くしたり、学力の高低による学校選択に拍車

をかけたりするもとにもなっている。また、子どもや

教師のストレスを高める主要な要因の一つにもなって

きている。

(3)教師のバーンアウト

ところで、最近では、学校における教師を巡る新た

な問題として、教師の「バーンアウト(Bumed-out)」

にかかわる問題が社会問題化してきている。(3)

バーンアウトとは、ある日突然、今まで生き生きと

働いていた人が、職場に行くのが嫌になったり、人と

のかかわりが煩わしくなったりするような症状のこと

である。一般に、こうした症状のことを「焼き切れ症

状」とも言われている。

特に、大都市を中心に、新規採用教師などに、こう

した症状が多く見られ、採用後1年ももたずに辞任し

ていく教師が増えてきているという実態が浮き彫りに

されてきている。

教師がバーンアウトしやすい職場環境としては、校

内における子どもの生徒指導上の困難さや保護者との

対応問題などで、教師がこれまでと比べて、より一層

忙しくなってきている実態か見られる。つまり、職場

全体が、一段と職務多忙となってきていることが指摘

できるのである。

また、コンピュータ導入などにより、職場における

教職員相互のコミュニケーションが減り、相互の人間

関係が希薄化されてきており、教職員一人ひとりのス

トレスが高まっていることも、バーンアウトしやすい

要因の一つとしてあげられる。
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以上、ここでは、現在の学校教育をめぐる諸問題と

して、子どもの生徒指導上の問題、学力向上をめぐる

問題、教師のバーンアウトにかかわる問題の三つを、

大きく取り上げた。これらの三つは、現在の子ども、

教師、学校にかかわる問題であり、早急に何らかの具

体的な対応を必要とするものであり、放置しておくこ

とができない重要な問題でもある。

そこで、これからの学校教育は、学校や家庭、地域

社会などの強い連携のもとに子どもの健やかな成長を

促すことを大切にした教育活動を推進することが一層

重視されなければならない。

Ⅱ我が国における｢酪農教育ファーム｣の成立

(1)酪農教育ファームとは

酪農教育ファームとは、酪農体験を通して、子ども

たちの「食」と「いのち」と「心」の学びを支援する

ことを主な目的とするものである。

このことを、定義づけるならば、「酪農や農業、自然

環境、自然との共存関係を学ぶことがてきる牧場や農

場｡｣と表すことができる。その目指す主な活動として

は、以下の三つをあげることができる。側）

①牧場や農場を教育の場として開放し、酪麗や農

業の持つ多面的機能や公益的役割、環境保全や循

環型農業生産について、理解を得るように働きか

ける。

②生命産業である酪農の特性を生かし、地域や学

校との連携を進めながら、子どもたちの「心の教

育」や「いのちの教育」を支援する。

③生乳を生産する酪農家の努力や工夫、自然との

共存や家畜や動物の生態、我が国の食生活におけ

る牛乳や乳製品の優れた役割など、確かな情報や

知識を広めていく。

つまり、酪農教育ファームとは、教育と酪胤、農業

などとの一体化を図ろうとするものであり、子どもた

ちの「生きる力」の育成を強く支援しようとするもの

である。現在、フランスやイギリスなど、ヨーロッパ

では多く見られるものであり、多くの成果をあげてい

ることが報告されている。151

(2)酪農教育ファーム推進委員会の発足

1998(平成10)年7月、我が国における「酪農教育

ファーム」活動を推進していく母体として「酪農教育

ファーム推進委員会」（以下、推進委員会）が設立さ

れた。

こうして、推進委員会は、社団法人中央酪農会議の

提唱によって、主として学校教育現場と酪農生産現場

からの熱い思いと願いにより、関係諸機関の協力を得

て設立されたものであり、この関係を図示すると以下

のように表される。

学校教育現場、酪農生産現場の思いと願いがひとつになり、牧場を開放して体験学習の場を提供する

｢酪農教育ファーム」活動が全国各地で開始される。

このような牧場を子どもの「学びの舞台」とした教育活動を支援し、我が国における酪農教育ファー

ム活動の推進を目指すため、1998(平成10)年7月、社団法人中央酪農会議の提唱によI)、酪農教育フ

ァーム推進委員会を設立。

なお、1999(平成11)年7月には、酪農教育ファームを中心とする消費者交流活動を展開する酪農家

のネットワーク組織「地域交流牧場全国連絡会」が設立された。
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(3)推進委員会の活動

本推進委員会は、学校教育関係者、酪農生産関係者

の強い連携と協力の下に、以下の五つの目的を設定し

その実現に向けて活動を継続している。(剛

①酪農の多面的・公益的役割の追究

第一次産業としての酪農の役割とともに、酪農

生産現場としての牧場及び酪農の立地する農村の

自然景観や生活文化を通して、環境保全やリサイ

クル型農業生産などの社会的テーマをも視野に含

め、農業・酪農の持つ多面的・公益的役割につい

て明確にする。

②酪農の特性を生かし、「生きる力」の育成

「生命産業｣とも言われている酪農の産業として

の特性を生かし、子ども一人ひとりの生きる力を

はぐくむために、「心の教育」「いのちの教育」の

実践を支援するとともに、生産者自身への啓蒙を

図る。

③酪農にかかわる生きた情報の普及・啓発

原料乳を生産・供給する酪農生産の工夫や努力、

地域産業との結びつき、自然との共存の仕組みや

牧場の動物たちの生態、さらに我が国の食生活に

おける牛乳や乳製品の優れた役割などについて、

より確かで、詳しい情報や知識を学校教育や学校

教育の場を通して普及・啓発していく。

④教育の場にふさわしい牧場としての整備

酪農生産現場としての牧場を、上記の目的に即

した「教育の場」としてふさわしい機能や環境を

備えた酪農教育ファームとして整備するとともに、

生産者に対して、指導者としてふさわしい指導・

援助ができるようにする。

⑤教育プログラムやツールの開発

上記の活動を円滑に推進していくために「酪農

教育ファーム認証制度」を創設・運営するととも

に、教育現場、酪農生産現場にふさわしいシステ

ムや教育プログラムの浸透及び教育現場酪農生産

現場にふさわしい教育ツールの開発を図る。

つまり、本推進委員会の主たる活動としては、酪農

の多面的・公益的役割を明確にするとともに、酪農に

かかわる生きた情報の普及と啓発活動を重視しながら

酪農の持つ特性を生かすなどして、21世紀を生きぬく

子どたちの真の「生きる力」の育成に貢献しようとす

るものである。

こうした活動は、教育と酪農の持つ特性を一体化す

るものであり、我が国の学校教育にとっても、酪農の

発展にとっても意義あるものとなる。

特に、コンピュータの一層の普及とともに、本物と

の触れ合いの機会がなく、バーチャルの世界に浸りが

ちになるこれからの子どもたちの健全育成にとって、

極めて価値あるものとなる。

(4)酪農教育ファームの認証

これまでも、国内各地においては、一部の篤志農家

や情熱をもつ酪農家が、近隣の子どもたちに農業体験

や酪農体験などの場として、農場や牧場を開放してい

たケースは個々には見られた。しかし、ここには体系

だった組織もネットワークもなく、子どもの安全や衛

生、医療などの面でも不安材料を多く抱えていたこと

は事実である。

そこで、本推進委員会では、酪農教育ファームでの

活動の推進に当たって、利用者が安心して利用できる

とともに、酪農教育ファームを安定的・長期的に発展

させ、地域社会や住民の信頼や期待に十分に応えられ

るようにするために、2001(平成13)年1月、「酪農

教育ファーム認証制度」を創設した。m

この制度は、安全や衛生管理、教育能力など、一定

の水準に達した牧場に対して「教育を行うのに適性な

牧場である」という認証するものである。被認証者と

しては、以下の牧場や農場としている。

①酪農家

②乳牛を飼育する公共育成牧場、畜産試験場、個

人育成牧場、観光牧場・農場

③乳牛や家畜を飼養する教育的施設・農場

④上記に準じる牧場、農場、施設、機関、個人で、

本委員会が認めた者

また、認証の条件としては、何よりも酪農教育ファ

ームの教育活動の目的を理解し、情熱をもって子ども

たちを受け入れることのできる牧場や農場であること

を第一にしている。そして、利用者が安心して利用で

きることができるように、次の安全・衛生条件を満た

している牧場や農場を酪農教育ファームとして認証し

ている。

①受け入れ時に、訪問者のトイレ・手洗い場を確

保できる。

②緊急医療品を一式備えている。

③病院等、連絡が取れる医療機関がある。

④訪問者を対象とした適切な保険に加入している。

⑤法律に定められた安全・衛生管理基準を遵守す

る。

さらに、認証された牧場や農場は、認証後も、次の

規則を守ることを義務づけている。

①訪問者の指導や学習には、原則として本委員会

が主催する認証研修会を受講した牧場主または牧
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③訪問形態場経営に参画している牧場主の家族、あるいは牧

場主と同等の知識と情熱を有するスタッフが当た

る。

②本委員会が提供する認証看板を常に掲示する。

③本委員会が実施する調査に対して協力する。

④本委員会が定める事項について、十分に留意す

る。

こうしたきびしい認証条件の下に、現在、本委員会

より、酪農教育ファームとして認証されている牧場は

平成16年度現在で、183牧場となっている。本委員会

としても、こうした認証牧場・農場を増やすことが当

面する重要課題の一つである。
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(5)酪農教育ファームの利用実態(8)
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酪農教育ファームで行われる学習としては、「ファ

ームの見学｣、「フアームでの農作業（酪農）体験」「乳

製品づくり体験｣、「テーマ学習」などの四つの活動が

実践できる。

ここでは、こうした学習を通して、酪農教育ファー

ムに期待できる教育的な意義として、以下の五つを取

り上げる。(9)

生
さ
も
の
・

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

賦
嬢
の
学
習

食
の
学
習

そ
の
他

い
の
ち
の
学
習

生きものや自然とのふれあいが最も多く、次いで、

農業の学習、そして、食やいのちの学習と続く。

(1)感動体験の味わい

酪農教育ファームは、酪農と教育とを一体化させ、

食、いのち、心の教育の実現を目指すものである。そ

れは、牧場や農場などを学びの場として、子どもたち

のための体験学習を何よりも重視する。

言うまでもなく酪農は、牛乳をはじめとして、バタ

ーやチーズ、アイスクリームなどの乳製品を中心とし
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調査項目 回答数

訪問団体数 6,424件

訪問者総数 225,401人

1回当たり平均訪問者数 35人

牧場当たり平均受入団体数 43件

牧場当たりの平均受入数 1,512人
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た食料生産を担っている。こうして酪農は、子どもた

ちが、日々、学校給食や家庭で飲む牛乳をはじめバタ

ーやチーズなどを生産し、子どもたちの日常生活とも

極めてかかわりの大きいものである。

特に、乳牛を飼う牧場を中心として展開される酪農

教育は、子どもたちにとってみれば生きた乳牛に直接

触れたり、餌をやったり、牛舎の清掃をしたり、乳搾

りをしたりする体験ができる。また、広い牧場や農場

で過ごすことにより、多様な草木や多種類の生き物と

かかわり、見たり、探したり触れたりする多様な活動

に熱中することが可能となる。

こうした生き物や本物に直接ふれ合う多様な体験活

動を通して、子どもたちは酪農の仕事の厳しさや喜び

楽しさなどを実感できるようになる。このことは、教

室での座学では絶対に経験することのできない貴重な

感動体験となる。この感動体験は、子どものみずみず

しい感'性を高めることになり、子どもの人格を豊かな

ものとする。

(2)生命の尊さの実感

子どもたちは、自分の手で牛の乳房に触り、乳搾り

を体験することにより、生乳の温かさを実感できる。

また、乳牛の背中をブラッシングし気持ちよさそうに

喜ぶ乳牛の仕種を見たり、乳牛のかわいい目をじっと

見つめたりすることにより、生き物への愛情を感じと

ることができるようになる。

時には、子牛の出産場面に立ち会うこともでき、生

命の尊さを体全身で感じとることができる。特に、最

近の子どもたちの行動傾向として、絶えずイライラや

ストレスをもち、自分や他人の尊い生命を軽視する行

動が目立ってきている。今の子どもたちに、こうして

自分の生命と共に、他人の生命の尊さを体験を通して

実感させることは、何よりも大切にしなければならな

いことである。

生命の尊さは、教師の説話や読み物だけでは実感で

きるものではない。酪農教育フアームでは、人間が乳

牛の貴重な血液を牛乳として毎日飲む。その乳牛と直

接ふれ合うことにより、生命の尊さを体得できるので

ある。ここに、酪農教育ファームの重要な意義がある

と言える。

(3)酪農家への共感

酪農教育ファームでは、酪農家の乳牛を世話する仕

事への思いや願い、仕事に取り組む工夫や努力を直接

見聞できる。このことは、食の仕事のもつ意味に気づ

かせ、食への関心を高める上で欠かせない。

はじめて、牧場を訪れる子どもたちの多くが発する

第一声は、“臭い”“汚い”などである。しかし、みる

みるうちに子どもの目つき、顔の表情が変わっていく。

目の前の乳牛に“○○ちゃん”と名前をつけて呼びか

けたり、牛の目を見て、“かわいい”を連発したりす

るようになる。

そして、その乳牛を飼育し、酪農の仕事に従事する

人の仕事ぶりを見たり、説明を聞いたりすることによ

り、酪農家への共感をもつようになる。それは、言葉

を持たない乳牛に“お早う”と声をかけたり、もの言

わぬ乳牛の大きな体をさすったりする場面を見ること

により実感できる。

ある牧場で、「毎朝、4時に起きて、乳牛に“お早う”

と声をかけ仕事を始めます。一日、2回、乳絞りをし

ます。ここにいる牛は、みんな私の子どもです。乳の

出る具合でその日の体調がわかります。いつも、この

牛がおいしい牛乳を一杯出してくれるよう願っていま

す。そして、お客さんから“おいしい”と言ってもら

うのが､一番嬉しいです｡」との牧場主の語りに感動し

て聞く子どもが多く見られた。

こうしたお話を聞くことにより、酪農家の仕事の工

夫や努力の一端を知ることができ、その人の仕事にか

ける思いや願いを察知し、その人柄や生き方に共感で

きるようになる。

こうして、酪農家の仕事ぶりを見聞させ、子ども一

人ひとりに正しい勤労観や職業観をもたせ、将来の自

分の生き方に夢や希望を抱かせることは、今後、益々

重要となる。酪農教育ファームでは、こうした教育が

ごく自然に可能となるのである。

(4)総合的な学び方の体得

牧場や農場で、本物に触れる感動体験はごく自然の

ままに作文を書いたり、詩にしたりしようとする気持

ちになる。また、周囲の風景に感動すれば即座にスケ

ッチしたり、絵を描いてみたくなったりする。

こうして、感動体験は、子どもたちの活動を促す動

機を一段と高めることになる。たまに広い草原で過ご

せば、牧場にふさわしい歌を歌ったりしたくもなる。

つまり、牧場で楽しく過ごすことは、自然に子どもの

豊かな情操や表現力を高めることになり、ごく自然の

ままに国語や道徳、音楽、図画工作などの学習に発展

していくことになる。

牧場や農場ばかりではない。その周囲を散歩したり

することにより、野草や草花、樹木や昆虫、野鳥など

とも直接に触れ合うことができ、理科や社会科、生活

科などの教科の学習とも関連し、観察力や思考力、判
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断力、表現力など、真の意味での「生きて働く学力」

を高めていくことになる。

こうした学びは、特に、小学校段階には必要とされ

る総合的な学びである。物事を総合的に学んでこそ、

その学びは、主体的になり、確かな理解へと定蒜する‘』

こうして酪農教育ファームは、総合的な学びを無理な

く身に付けることができるのである。

(5)自然との共生の認議

今、地球的規模で環境問題が起こり、その解決が急

がれている。

環境問題は、我が国においても大きな問題であり、

学校教育でも、その穣極的な働きかけが求められてい

る。環境問題については、特定の教科学習の内容とし

て学習するよりも、学校における教育活動全体を通し

て、日常的、計画的に実践されることが望まれる。

とりわけ、小・中学校の「総合的な学習の時間」に

おいては、その実践が股適である。学習指導要領では

その課題内容の一例として、国際理解や情報、健康や

福祉などとともに、環境が取り上げられている。

繰り返し述べているように、酪農の仕事は、牛乳や

乳製品などの生産の他に、動物の生命をはぐくみ、自

然と共生するものである。酪農の規模としては、広々

とした緑の牧場で行うものから、都市の郊外の牛舎で

行うものまで実にさまざまである。

そうした牛舎では、毎日、大最に排せつされる糞尿

をうまく処理し肥料として、自分の牧場の飼料用草地

に還元したり、無農薬、有機栽培を進める他の農家な

どにも提供したりして野菜や果実、花などの栽培に役

立てているケースが各地で多く見られるようになって

きている。こうして、多くの酪農家は、周囲の環境の

保全に留意して、自然との共生を図りながら仕事をし

ている。酪農教育ファームでは、こうした自然との共

生を学べる場となり、教育的な意義をもつ。

さらに、酪農は、農地の保全、美しい農村策観の維

持などにも重要な役割を果たしている。米の消費減少

や生産過剰による水田の減反は、耕作放棄地の増加を

生み出し、洪水や土砂崩れ、自然破壊や農村景観の荒

廃を引き起こしている。こうした耕作放棄地を酪農家

が借り入れ、飼料用採草地として利用し、守っている

ケースが増えている。

こうして、酪農は、農地の保全、美しい農村景観の

維持等に大きく貢献している。この実態を直接見聞で

きるだけでも、酪農教育ファームの果たす役割は大き

いものがある。

以上、ここでは，酪農教育ファームに期待される教

育的意義として、五つの要素を取り上げたが、これら

の他にも、以下の二つが期待できる。その一つは、子

どもたちの心の教育であり、もう一つは食育に関する

教育の推進である。

本論では、冒頭，現在の学校教育が抱える課題とし

て、子どもの健全育成にかかわる問題を論究した。酪

腿教育ファームは、子どもの健全育成の指導ともかか

わって、子どもたちの,L､の教育に大きく貢献できる。

今更言うまでもないことではあるが、これまでの我

が国の学校教育は、知識の鐙を増やすことに主眼がお

かれてきたと言っても過言ではない。今、目の前の子

どもたちの言動を見ても、極めて自己中心的な行動が

多く見られ、他人に対する思いやりの心や他者の生命

を大切にしようとする心が十分に育っているとは言え

ない実態が見られる。

また、最近の子どもたちを見ると、耐えることや困

難に打ち勝つたくましさや粘り強さが極端に弱いこと

が指摘されている。冒頭に指摘した最近の子どもの問

題行動は、こうした心や体の未成熟さが伴って起こっ

ている面がかなり多いようにも感じられる。今こそ、

子どもの心や体の面を重視した教育の実践か望まれる

ときである。

こうしたときに、酪農教育ファームにおける実践は

意義あるものとなる。第2次世界対戦の直後、アメリ

カにおいて、はじめて教育ファームが設立されたきっ

かけの一つには、荒れた子どもたちの心を動物とのふ

れ合いを通して癒すことにあった。

そこで、我が国においても、児童期にある子どもた

ちに、牛乳を通じて酪農家の仕事や牧場の自然にふれ

させ、さらに子牛に与えるミルクという貴重なものの

一部をいただいて生きていることを実感させることは

大きな意味のあることである。

今の子どもたちは、自分一人だけでは生きていくこ

とはできないということへの実感をもつ子が少ない。

そのためにも、毎日、牛乳を飲むことを通して、動物

や自然、そして、他者とのかかわりのなかで自分は生

きていることを具体的に考えさせる必要がある◎

牛は、生きるために緑の牧草を毎日食べ、4つの胃

袋で消化し、腸で吸収されながら、その栄養分を赤い

血流に乗せて乳房に送り、やがて白いミルクへと変わ

らせていく。その白いミルクを人間が飲用し、自分の

心や頭や体を成長させていく。こうした乳牛と自分と

のかかわりを実感させることが大切なのである。

子どもたちが、かけがえのない命の大切さを実感で

きるということは、このように「牛の命を頂く」こと

により生きていることを理解することである。酪農教

－55－



育ファームでは、このようにして子どもたちに命の大

切さを体得させ、心や体の教育に寄与できる価値をも

っている。

ところで、近年、社会環境の変化により、子どもた

ちの食生活の乱れが深刻になってきている。また、食

を大切にする心の欠如や自然・伝統的食文化の喪失な

どが問題化し、「食育基本法」の制定が具体化されるよ

うになった。噸

とりわけ、成長期にある子どもたちにとって、健全

な食生活は、健康な心身をはぐくむためには欠かせな

いものである。こうした動きのなかで、我が国におい

ては、2005（平成17)年度より、栄養教諭制度がスタ

ートした。0D

この制度によれば、栄養教諭には、学校給食を生き

た教材として活用し、実際に食べることを通じて指導

することが求められている。牛乳や乳製品などは、学

校給食においては、絶対に不可欠の食品であり、学校

における食に関する指導を展開する際の重要な食品教

材となる。

つまり、酪農教育ファームは、子どもたちが学校給

食で日々飲用する牛乳のルーツとして位置づくことに

なり、酪農教育ファームでの学習が学校における食に

関する指導を充実し、子どもに望ましい食習慣を身に

付けさせることになる。

社会の変化や食生活の変化等により、偏食傾向にあ

る子ども、肥満傾向や痩身願望の強い子どもなどが益

々増加していく傾向も見られる。こうした状況を踏ま

えて、学校は栄養教諭を中心に家庭との連携を一層深

めながら食に関する指導に真剣に取り組まなければな

らない。学校における食に関する指導を充実する上で

も、今後、酪農教育ファームは一層期待されるものと

なる。

Ⅳ酪農教育ファームのカリキュラム開発

(1)小学校の教育課程と酪農教育ファーム

小学校の教育課程は、各教科、道徳、特別活動、総

合的な学習の時間の四つの領域から構成されている。

学校の教育活動とは、各学校が創意工夫を生かして編

成した教育課程を実施することを意味する。

つまり、各学校が酪農教育ファームでの学習を効果

的に展開していくためには、地域や学校の特色、子ど

もの特性等を生かして、自校として特色のあるカリキ

ュラムづくりを工夫しなければならない。酪農教育フ

ァームでの学習は、上述した四つの領域のうち、どの

領域の学習においても実践が可能である。

その際、どの学年の、どの時期に、どの単元の学習

として、どの程度の時間をかけて実践するのかなど、

酪農教育ファームでの学習にかかわる全体的な計画の

作成が必要となる。例えば、教科学習の一環として実

践する際には、何よりも学習指導要領との関連を考慮

しなければならない。

小学校における教科学習として、酪農に関する学習

内容は、社会科に限定されている。例えば、現行小学

校学習指導要領・社会では、第5学年の内容として以

下の記述がある。02

第5学年内容

(1)我が国の農業や水産業について、次のことを

調査したり地図や地球儀、資料などを活用した

りして調べ、それらは国民の食料を確保する重

要な役割を果たしていることや自然環境と深い

かかわりをもって営まれていることを考えるよ

うにする。

ア様々な食料生産が国民の食生活を支えてい

ること、食料の中には外国から輸入している

ものがあること。

イ我が国の主な食料生産物の分布や土地利用

の特色など。

ウ食料生産に従事している人々の工夫や努力

生産地と消費地を結ぶ運輸の働き。

内容の取扱い

(1)内容の1のウについては、農業や水産業の盛

んな地域の具体的事例を通して調べることとし

稲作のほか、野菜、果物、畜産物、水産物など

の生産の中から一つを取り上げるものとする。

つまり、第5学年の社会科では、稲作のほか、野菜

果物、畜産物、水産物などの生産物の中から一つを取

り上げて学習するようになっている。そこで、全国の

子どもたちが使用する教科書には、畜産物についての

記述は若干見られるものの、畜産物についての学習は

選択となっており、各学校の裁鐙に任されている。そ

のために、畜産、酪農については、全く学習しないケ

ースも考えられる。

このように学習指導要領・社会では、畜産（酪農）

についての内容は、第5学年のみである。しかし、第

3，4学年の「地域の人々の生産や販売に見られる仕

事の特色」として、畜産（酪農）の仕事が身近に見ら

れる学校にあっては、第3、4学年の社会科で、農家

の仕事として、畜産（酪農）を取り上げて学習するこ

とが可能である。今後、こうした地域にある学校では
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中学年の地域学習として、積極的に畜産（酪農）を教

材化し、その実践に取り組むことを勧めたい。

ところで、乳牛などの大型噛乳動物の取り扱いにつ

いては、小学校の教科学習の内容としては取り上げら

れていない。理科では、身近な小動物として、第4学

年で身近な動物の活動と季節とのかかわりを、生活科

では第1、2学年の内容として、動物を飼ったりして

その育つ場所や変化、成長などについて学ぶようにな

っている。0秒

こうしてみると、現在の小学校においては、教科学

習の内容としては、酪農及び乳牛などの大型哨乳動物

の扱いについては、極めて薄いとも言える。そこで、

酪農教育ファームでの体験学習は、教科学習というよ

りもむしろ「総合的な学習の時間」での実践が期待さ

れることになる。

総合的な学習の時間は、子どもの生きる力をはぐく

み、特色ある教育活動の実践の場として創設されたも

のである。それは、教科書を唯一の教材として教えて

きた我が国の学校教育の在り方を根本から見直すもの

として新設されたものであり、極めて意義のある教育

活動である。

つまり、この時間は、地域や学校、児童の実態等に

応じて、横断的・総合的な学習や児童の興味・関心等

に基づく学習などを創意工夫しながら授業として実践

するものであり、各学校の主体的な取組が期待できる

時間である。そのため、この時間の授業内容として、

酪農教育ファームでの学習は最適である。総合的な学

習の時間に酪農教育ファームでの学習を組み入れ、特

色ある実践が国内各地でも見られるようになってきて

おり、そのカリキュラム開発が、各地で活発に行われ

ていることは喜ばしいことである。側

(2)総合的な学習の時間でのカリキュラム

酪農教育ファームでの学習を総合的な学習の時間に

おいて実践するに当たっては、その活動タイプに即し

たカリキュラム開発が必要となる。その際、以下の五

つの型の実践プランが考えられる。

①地域密着型のカリキュラム

このタイプは、牧場や農場が学校から比較的近距離

にあって、地域学習の一環として地域とのかかわりを

十分に生かしながら活動するものである。

牧場や農場への行き帰りの時間的な制約も少なく、

輸送や引率の問題も心配がなく、年間を通じて、継続

的に、牧場訪問が可能である。地域に根ざした教育活

動の推進か叫ばれている昨今、身近にある牧場や農場

｢もう一つの教室」として、乳牛などとのふれ合いを重

視した活動をカリキュラム化することは、酪農教育フ

ァームでの学習をより効果あるものとする。

こうした地域密着型の酪農教育ファームでの学習は

子ども一人ひとりに、地域の一員としての自覚をもた

せると共に、地域への愛着を深め、地域をよりよくし

ていこうとする意欲を高めることになる。

今、農漁村においても、若い世代を中心として、い

わゆる「地域離れ」の現象が多く見られるようになっ

てきている。そこで、これからの学校教育は、自分た

ちの地域の中から価値ある教材を開発したり、多様な

教育活動を展開したりして、もっと地域のよさを見出

すことに努めなければならない。そのためにも、酪農

教育ファームは、そのよき素材となる。

②都市近郊型カリキュラム

このタイプは、牧場が都市の近郊に位置し、バスや

電車などの乗り物を利用して、半日ないしは1日をか

けて酪農体験をするものである。

地域密着型とは異なり、交通機関を利用するという

制約はあるが、自然に恵まれず、牛などの生き物との

ふれ合う機会の少ない都会の子どもたちには、乳牛と

ふれ合う体験を通して、生き物への愛着、生命の大切

さなどを体得できる。また、バターづくりやアイスク

リームづくりの体験を通して、本物を学ぶ楽しさなど

を味わうことができる。

このタイプの実践に際しては、無理なく計画的に活

動できるカリキュラム開発が必要となる。ややもする

とあれもこれもと欲張りがちな活動を組み入れがちと

なるが、中心となるものを絞り込み、重点化した活動

内容とする工夫が大切である。交通費等の予算的な措

置にも十分配慮するようにする。

③職場体験型カリキュラム

今、小・中・高等学校を通じて、「キャリア教育」

の推進が求められている。

キャリア教育とは、子どもたちに職業の意義や勤労

の尊さを理解させ、健全な職業観、勤労観を確立する

とともに、将来の職業や進路の適切な選択と職業生活

等への適応、つまり職業人としての資質・能力の基礎

を身に付けさせようとする教育である。昨今、ニート

やフリーターなどの増加が問題視されている中で、キ

ャリア教育は今後一層重要となる。

こうしたキャリア教育の一環として、最近では小・

中・高等学校で、職場体験を教育活動に取り入れてい

る学校が増えている。その際、酪農教育ファームでの

体験学習は価値あるものとなる。

酪農教育ファームでは、酪農家の人たちの仕事の工

夫や努力の様子を見聞したり、牛舎の清掃、牛のブラ
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ツシング、搾乳、子牛への哨乳、バターづくりなどの

体験活動をする。酪農家の人たちとのインタビューや

酪農体験を通して、職業の意義や勤労の尊さを理解で

きるようになり、職業人としての資質・能力の基礎を

身に付けられるようになる。とりわけ、中・高等学校

の実践としては、意義あるものとなる。

④移動教室、修学旅行型カリキュラム

このタイプは、宿泊を通して実施するものであり、

あまり回数多く実施できるものではない。

これまでの移動教室、修学旅行は、ややもすると教

師主導で進められてきた経緯がある。しかし、これか

らは、子どもたちの思いや願いを重視し、日程の中の

1日程度を宿泊地の近くにある牧場や農場に出向き、

そこを学びの場として酪農体験や農業体験を取り入れ

てみるような工夫も望まれる。

こうした取り組みは、今後、一層重視されるものと

なる。特に、酪農が盛んな北海道や九州などにおいて

は無理なく実施できるものであり、その地域の土地柄

や地域性をとらえるためにも効果あるものとなる。こ

うした活動を盛り上げるためにも、ねらいに即したカ

リキュラム開発が急がれる。

⑤移動型カリキュラム

このタイプは、酪農家が幼稚園や保育園、学校など

に乳牛や小動物を移動させ、子どもたちに居ながらに

して酪農体験をさせようとするものである。つまり、

｢学校に牛が来る」という授業である。

現在、酪農教育ファーム推進委員会等が中心となり

上述した趣旨を生かし、酪農家の協力を得ながら「わ

くわくモーモースクール」を実施し、多くの成果をあ

げている。こうした授業を組むことにより、子どもた

ちは搾乳やブラッシング、子牛の哨乳などを体験し，

牛の体のぬくもりや乳首から出てくる生乳の温かさを

実感できる。また、子牛が夢中で乳を飲む姿や子牛の

かわいさにもふれることができる。こうしたふれ合い

体験から、子どもたちは感動を味わい、豊かな感‘性を

磨き、学ぶ意欲を高めていくことになる。

こうして乳牛を学校などに招いて、子どもたちに酪

農体験を味わわせるという移動型カリキュラムの開発

に当たっては、事前に酪農家との連携を密にし、酪農

家にとっても、学校にとっても共に意義ある活動が展

開できるように留意しなければならない。また、学校

としての方針や目標、実施学年、活動内容などを明確

にし、計画的に実施できるようにすると共に、保護者

や地域の人々の理解と協力が得られるように配慮する

ことも重視しなくてはならない。

(3)教科学習としてのカリキュラム開発

酪農教育ファームでの学習は、総合的な学習の時間

だけではなく、教科学習の一環としても価値ある実践

が可能となる。

教科学習としては、「単一の教科学習」としてのタイ

プと「教科関連の学習」としてのタイプが考えられる。

これからの子どもの学びとしては、小学校においては

各教科の関連を図った関連学習が重視される。そこで、

ここでは特に小学校中学年の教科関連の学習としての

構想を提示したい。

【小学校中学年の各教科関連学習の一例】

牛を見たり、触れたりしたときの感

想を話し合う。

牧場で楽しく過ごしたことを紹介文

に書く。牧場にお礼の手紙を書く。

牧場についての本を探し読む。それ

を友達と紹介し合う。

牧場の位置を地図で確認し、牧場内

の施設などを白地図に表す。

酪農家にインタビューし、仕事の工

夫や努力を調べ、カードに書く。

牛の種類や飼育、繁殖の方法などを

調べ、カードにまとめる。

牧場内の植物、昆虫などを探し、そ

の特徴を絵や文に書く。

牛の体重、1日に出す牛乳の量など

を調べ、グラフや数表にまとめる。

牛舎全体の広さを概数で計算したり

図形に表したりする

牧場をスケッチし、友達と協力して

牧場のパノラマをつくる。

牧場にかかわる歌集を集め、全員で

合唱する。
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Vおわりに

本論では、主として我が国における「酪農教育ファ

ーム」の成立とその教育的意義について論述した。

我が国における酪農教育ファームは、成立して間も

なく、まだ国民全体に十分周知されているとは言えな

い実態にある。しかし、その基礎づくりの段階は終了

し、充実・発展を目指す段階を迎えようとしているこ

とは事実である。

年々、各地で、特色ある実践が多く見られるように

なり、その成果が確認されてきていることは喜ばしい

ことである。酪農教育ファームは、教育と酪農、農業

との一体化を目指すものであり、それは生き物など、

本物とのふれ合いを通して、子どもたちの食と命と心

をはくむことをねらいとする活動である。

こうした活動は、ヨーロッパ各地、特にフランスを

中心として活性化している。例えば、フランス国内に

は、現在、1400の教育ファームが活動している。その

約60％は農家が営む教育ファームが占めているが、行

政や非営利団体等が運営する教育ファームも充実して

きている。こうしたファームが、近年では社会福祉事

業にも活用されるなど、活動の多様化が見られるよう

になっている。

今後の我が国の酪農教育ファームは、フランスやイ

ギリスなど、広く海外の教育ファームの動向にも注目

し、そのよさを参考としながらも我が国の実態に即し

た「我が国流」の教育ファームの充実・発展を目指す

ことが大きな課題である。

ところで、現在の我が国の学校教育、また、我が国

の農業、酪農産業においても、大きな課題を抱えてい

る。特に、教育の面においては、現在、教育改革の真

っ只中にあり、次期教育課程の改訂が急ピッチで進め

られている。時代の変化に応じて、改革は絶対に必要

なことである。しかし、如何に改革が進もうとも、教

育は子ども一人ひとりの人格の完成を目指して行われ

るものであり、子どもの全人的な発達を促すものであ

ることは変えてはならない。こうした教育のもつ「不

易」の面を重視し、子どもたちに毎日飲む牛乳のルー

ツである牧場を訪問し、牛をはじめ昆虫や草花など、

本物とふれ合う体験を通して、子どもたちに食や命、

心をはぐくむ教育を行うことは、今後も大切にされな

ければならない。こうして本物を通じて学ぶ楽しさ、

活動にのめり込む集中力、追究力、持続力などを身に

付けることが、学ぶ意欲を高め「確かな学力」を定着

していく基盤となることを忘れてはならない。

(注）

(1)2005(平成17)年9月23日、朝日新聞朝刊社会面

小学生の校内暴力の件数の推移（文科省まとめ）の

記事を掲赦

(2)平成16年度児童生徒課関係資料文科省平成16年

(3)学校心理学ハンドブックー「学校の力」の発見一

教育出版平成16年P44～45

(4)陥艇体験学習ハンドフック

（社)中央酪農会議平成16年Pll

(5)酪腿教育ファーム推進委員会盗料

（社)中央酪農会議平成12年

(6)酪農体験学習ハンドフック

（社)中央酪農会議平成16年P12

(7)酪農教育ファーム認証規定

（社)中央酪農会議平成13年

(8)酪農体験学習

（社)中央酪農会議平成16年P18～20

⑨拙稿「畜産コンサルタント」N0439号2001年

平成13年7月P17～20

(10)2000年制定された食生活指針を具現化するため、

食育基本法が制定された。ここでは、健康で文化的

な国民の生活、豊かで活力ある社会の実現を目指し

ている。食育推進会議会長は内閣総理大臣。

01)第159回通常国会で関係法律成立平成16年5月

教育職員免許法改正平成16年7月

平成17年4月1日施行

⑫小学校学習指導要領社会編平成10年度版

⑬小学校学習指導要領理科編平成10年度版

00酪腿教育ファーム推進委員会では、平成13年度よ

り特色ある実践事例を国内各地より収集し、「酪農

体験学習実践事例集」としてまとめ、発刊している。
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